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辰
巳
氏
の
釧
新
文
化
講
演

会
は
７
月
２０
日
、
釧
路
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
．
大
阪
生
ま

れ
の
辰
巳
氏
の
講
演
は

一関

西
と
釧
路

・
根
室
の
い
い
関

係
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
辰
巳
氏
は

「そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
食
文
化
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
周

辺
の
観
光
資
源
を
開
拓
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

日
本
の
農
業
、
第
１
次
産
業

を
応
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
語
り
、
自
身
が
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
を
紹
介
し

た
，
さ
ら
に

「
そ
の
ま
ち
の

山
な
り
、
海
を
見
な
が
ら
そ

の
土
地
の
空
気
を
吸
つ
て
、

飲
み
、
食
べ
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
地
元
の
人
た
ち
は

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
素
晴
ら

し
さ
に
自
信
を
も

っ
て
は
し

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。
ま

た
、
釧
路
と
大
阪
が
格
安
航

空
会
社
ピ
ー
チ
の
就
航
で
直

接
行
き
米
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に

「関
西
と
釧

路

・
根
室
の
人
た
ち
が
お
互

い
に
良
い
と
こ
ろ
を
自
慢
し
、

お
互
い
を
知
り
合
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
に
は
魅
力
を
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
必
要
３
自
分
も
そ

の
情
報
発
信
を
応
援
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
．

英
国
自
動
人
形
展

人
形
と
機
械
模
型
が
人
気

西
洋
で

「オ
ー
ト
マ
タ
」

と
呼
ば
れ
る
機
械
仕
掛
け
の

か
ら
く
り
人
形
を
紹
介
す

る

「英
国
自
動
人
形
展
」
が

４
月
２７
日
か
ら
６
月
２３
日
ま

で
釧
路
市
立
美
術
館
で
開
か

れ
ま
し
た
，
今
回
の
展
不
は

芸
術
作
品
と
し
て
オ
ー
ト
マ

タ
を
復
活
さ
せ
た
作
家
の
中

で
も
、
世
界
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の

ポ
ー
ル

・
ス
プ
ー
ナ
ー
氏
の

作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
芸
術
的
な
動

き
を
み
せ
る
数
々
の
自
動
人

形
が
並
び
、
部
品
の
カ
ム
や

注
目
を
集
め
た英

国
自
動
人
形
展

型
講勁
「釧
路
・根
室
の
情
報
発
信
」
を

辰
巳
琢
郎
氏
が
提
言

公
益
財
団
法
人
釧
新
教
育
芸
術
振
興
基
金

（理
事
長
・
星
匠
釧
路
新
聞
社
代
表
取

締
役
社
長
）
は
平
成
３１
・
令
和
元
年
度
に
恒
例
の
顕
彰
・
贈
呈
事
業
は
じ
め
、
釧
新

文
化
講
演
会
、
美
術
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
期
の
文
化
講
演
会
の
講
師
は
俳
優

の
辰
巳
琢
郎
氏
で
、
大
阪
生
ま
れ
で
も
あ
る
辰
巳
氏
は
、
関
西
と
釧
路
・
根
室
地
方

の
人
々
が
互
い
に
良
い
と
こ
ろ
を
自
慢
し
互
い
に
知
り
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

会
場
を
埋
め
た
聴
衆
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

釧路、根室の魅力を語る辰巳氏

公
益
財
団
法
人

釧
新
教
育
芸
術
振
興
基
金

の
あ
ら
ま
し

当
基
金
は
、
「釧
新
奨
学

基
金
」
（昭
和
５１
年
設
立
）

と

「釧
新
郷
土
芸
術
振
興

基
金
」
（同
４７
年
設
立
）
の

両
基
金
を
統
合
し
て
昭
和

５７
年
１１
月
１
日
に
設
立
し

た
財
団
法
人
釧
新
教
育
芸

術
振
興
基
金
が
前
身
．
平

成
２２
年
１２
月
１
日
、
公
益

財
団
法
人
に
移
行
し
ま
し

た
し
基
本
財
産
１
億
円
と

運
用
財
産
、
篤
志
寄
付
に

よ
り
毎
年
「釧
新
奨
学
賞
」

「釧
新
教
育
活
動
賞
」
「釧

新
郷
Ｌ
芸
術
賞
」
「釧
新
教

育
図
書
」
贈
早
事
業
の
ほ

か
、
講
演
会
な
ど
の
文
化

事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

歯
車
な
ど
の
各
種
機
構
模
型

も
展
示
し
、
ど
の
よ
う
に
動

く
の
か
、
か
ら
く
り
を
分
か

り
や
す
く
説
明
、
来
場
者
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
ｔ

久

本
春

雄
素

描

展

釧
路
出
身
日
本
画
家

釧
路
美
術
の
礎
を
築
い
た

釧
路
出
身
の
日
本
画
家
、
久

本
春
雄
氏

（１
８
９
６
ヽ
１

９
６
８
年
）
の
制
作
過
程
を

伝
え
る
素
描

（デ
ッ
サ
ン
）

を
展
不
す
る

「久
本
春
雄
の

素
描
展
」
が
１
月
４
日
か
ら

２
月
９
日
ま
で
釧
路
市
立
美

術
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の

「素
描
展
」
で
は
、

久
本
氏
の
遺
族
か
ら
釧
路
市

立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
４

０
０
点
を
超
え
る
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
よ
り

す
ぐ
り
の
素
描
を
展
示
、
そ

の
中
に
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
全

体
の
姿
だ
け
で
な
く
、
羽
や

足
、
く
ち
ば
し
な
ど
も
鋭
い

観
察
眼
で
細
や
か
に
描
い
た

も
の
や
、　
ハ
マ
ナ
ス
や
サ
ビ

タ
の
花
な
ど
を
細
密
画
の
よ

う
に
描
い
た
作
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
．

久本春雄氏の素描コレクションが並んだ展覧会

爾

『
麟
ヨ

一驚
爛
警
一

濃

鶴
競一一一一

』饉
樹
躊
一̈一一
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48回 目となる今年度の「釧新郷土芸術賞」は、釧路市内住の書道・中河濤人

さん、別海町在住の水彩・土井上初枝 さん、特別賞にフォ トジャーナリス

トの長倉洋海さんを選考 し、11月 23日 にANAク ラウンプラザホテル釧路

で贈呈式を行いました。

受賞者を囲み授賞式出席者による記念撮影

贈
呈
式
に
は
来
賓
と
過
年

度
受
賞
の
財
団
関
係
者
ら
約

６０
人
が
出
席
。
星
理
事
長

が

「受
賞
を
契
機
に
今
後

一

層
、
釧
路
、
根
室
地
域
の
文

化
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
賞

第
１
回
受
賞
者
で
選
考
委
員

長
の
羽
生
輝
さ
ん
が
選
考
経

過
を
報
告
し
、
受
賞
者
に
賞

状
と
メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
の
蝦
名
大
也
釧

路
市
長
ら
が
祝
辞
で
受
賞
者

を
た
た
え
ま
し
た
。

受
賞
者
の
謝
辞
で
は
、
土

井
上
さ
ん
が

「身
に
余
る
賞

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動

に
責
任
を
重
く
感
じ
て
い
る
＾

今
ま
で
以
上
に
精
進
し
て
い

く
」
と
抱
負
を
述
べ
、
中
河
さ

ん
は

「自
分
の
得
た
も
の
を

後
進
に
伝
え
、
釧
路
の
素
晴

ら
し
さ
を
文
字
に
託
し
て
全

道
、
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
長

倉
さ
ん
は

「経
験
を
釧
路
の

子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
。
そ
の
中
で

一
つ
で
も
心

に
残

っ
た
子
が
、
外
に
出
て

も
帰

つ
て
き
て
く
れ
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

今
年
度
で
同
賞
受
賞
者
は

１
９
７
２
年
か
ら
１
２
９
人

１２
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

◇
書
道
　
中
河
濤
人
氏

１
９
５
４
年
白
糠
町
生
ま

れ
。
白
糠
高
校
で
後
藤
巨
石

さ
ん
に
教
わ
り
、
書
道
の
芸

術
と
し
て
の
面
白
さ
に
触
れ

た
．
道
教
育
大
釧
路
校
で
は

故
山
口
野
竹
さ
ん
、
故
辻
井

京
雲
さ
ん
に
習
い
、
教
員
と

な
っ
た
後
も
辻
井
さ
ん
に
師

事
。
学
生
時
代
か
ら
漢
字
や

近
代
詩
文
を
中
心
に
多
く
の

作
品
展
に
出
展
．
２
０
０
８

年
に
毎
日
書
道
展
で
会
員
賞
、

１０
年
に
は
北
海
道
書
道
展
で

会
友
と
し
て
準
大
賞
を
受
賞
．

現
在
は
全
国
、
全
道
規
模
の

作
品
展
で
審
査
員
を
務
め
る

ほ
か
作
品
の
出
展
も
続
け
て

い
ま
す
。
勤
務
先
の
釧
路
商

業
高
校
で
は
書
道
部
を
指
導

し
、
後
進

の
育
成
に
も
当

た
っ
て
い
ま
す
。

字
の
形
も
利
用
し
て
一樹
」
を
表

現
し
た
作
品
と
中
河
さ
ん

◇
水
彩
　
土
井
上
初
枝
氏

牛
飼
い
の
傍
ら
２
０
０
５

年
に
始
め
た
水
彩
で
、

０９
年

に
ふ
る
さ
と
別
海
町
の
海
辺

を
題
材
に
し
た
空
想
画

「野

付
潮
騒
」
で
第
１０
回
日
美
絵

画
展
大
賞
に
輝
き
、

１４
年
道

展
新
人
賞
を
受
賞
。
自
宅
の

農
業
用
ハ
ウ
ス
か
ら
見
る
日

常
の
風
景
を
光
と
影
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
で
表
現
し
た

「
こ

れ
か
ら
の
日
」
が
評
価
さ
れ

１７
年
に
は
会
友
と
な
り
ま
し

た
。結

婚
し
町
内
の
北
中
で
就

農
。
油
彩
を
描
い
て
い
ま
し

た
が
恩
師
の
死
去
で
中
断
。

そ
の
後
、
完
成
ま
で
の
目
数

◇
特
別
賞
　
長
倉
洋
海
氏

釧
路
市
生
ま
れ
。
１
９
８

０
年
に
通
信
社
を
辞
め
て
フ

リ
ー
の
写
真
家
に
。
世
界
の

紛
争
地
域
を
精
力
的
に
取
材

し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
抵
抗

運
動
の
指
導
者
マ
ス
ー
ド
な

ど
長
期
に
わ
た
つ
て
取
材
し

続
け
、
多
く
の
写
真
集
を
出

版
し
ま
し
た
．
第
１２
回
■
門

拳
賞
を
は
じ
め
日
本
写
真
協

会
年
度
賞
、
講
談
社
出
版
文

が
短
く

一
つ
の
描
写
で
表
情

が
変
わ
る
水
彩
に
魅
せ
ら
れ

転
向
。
牛
を
手
放
し
た
１０
年

以
降
は
年
間
３
～
４
作
品
の

ペ
ー
ス
で
描
い
て
い
ま
す
．

第
２
の
人
生
に
向
か
う
心
情
を

重
ね
合
わ
せ
た
作
品
を
手
に
土

井
上
さ
ん

化
賞
な
ど
を
受
賞
。
写
真
集

は

「地
を
駆
け
る
」
「長
倉
洋

海
の
眼
」
「世
界
は
広
く
、
美

し
い
」
（全
６
冊
）
な
ど
多

数
。
最
近
は
ふ
る
さ
と
釧
路

で
実
家
が
営
ん
で
い
た
店
舗

跡
を
生
か
し
て

「長
倉
商
店

塾
」
を
立
ち
上
げ
、
塾
長
と

し
て
世
界
を
知
り
、
伝
え
る

夏
期
講
座
や
高
校
生
を
対
象

に
し
た
特
別
講
座
を
開
い
て

い
ま
す
．

一受
賞
者
の
横
顔

言葉が通じなくとも、分か

り合えることをイ云えたい一

と長倉さん
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昭
和
小
など
３
校
に
活
動
賞

奨
学
賞
２１
人
の
活
躍
に
期
待

第
４４
回
釧
新
教
育
活
動

賞
と
第
６２
回
釧
新
奨
学

賞
の
贈
呈
式
が
１１
月
３

日
に
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
優
れ
た
教

育
実
践
を
た
た
え
る
教
育

活
動
賞
に
は
釧
路
市
立

昭
和
小
学
校
、
別
海
町
立

野
付
中
学
校
、
中
標
津

町
立
計
根
別
学
園
の
３

校
、
学
業
優
秀
な
高
校
生

を
顕
彰
す
る
奨
学
賞
に
は

釧
路
、
根
室
管
内
２１
校
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
を
選
考

し
、
本
賞
と
副
賞
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
教
育
活
動
賞
は

釧
路
、
根
室
管
内
か
ら
小
学

校
３
校
、
中
学
校
２
校
、
小

中

一
貫
校
１
校
の
６
校
の
推

薦
が
あ
り
ま
し
た
。
奨
学
賞

は
各
高
校
か
ら
の
推
薦
に
基

づ
い
て
選
考
し
ま
し
た
．

贈
呈
式
で
は
受
賞
校
の
校

長
や
受
賞
生
、保
護
者
、基
金

一
拠
出
者
の
ほ
か
、
蝦
名
大
也

一

一
釧
路
市
長
、
岡
部
義
孝
釧
路

一

一
市
教
育
長
、
選
考
委
員
長
で

一

一
道
教
育
大
の
玉
井
康
之
副
学

一

一
長
ら
約
７０
人
が
出
席
し
ま
し

一

一
た
．
玉
井
選
考
委
員
長
の
選

一

一
考
経
過
の
報
告
の
あ
と
、
星

一

一
理
事
長
が
教
育
活
動
賞
受
賞

一

一
校
３
校
に
本
賞
と
各
３０
万
円
、一

奨
学
生
に
は
顕
彰
楯
と
副
賞

各
５
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
．

蝦
名
市
長
ら
の
祝
辞
に
続

西
村
　
優
汰

幡
手
　
柚
咲

石
井
　
利
空

清
野
　
康
介

山
崎
　
凌
空

南
　
　
　
忍

外
山
　
　
桜

（釧
路
湖
陵
高
校
）

⌒釧
路
江
南
高
校
）

（釧
路
工
業
高
校
）

（釧
路
商
業
高
校
）

⌒釧
路
北
陽
高
校
）

（釧
路
明
輝
高
校
）

（釧
路
東
高
校
） 星理事長から奨学賞の盾を受け取る奨学生

き
、
受
賞
校
を
代
表
し
て
昭

和
小
の
鈴
木
美
恵
校
長
、
受

賞
生
代
表
し
て
釧
路
東
高
校

の
外
山
桜
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
釧
路
市
立
昭
和
小
学
校

一鈴
木
美
恵
校
長
、
児
童
７
１
５
人
一

独
自
の
教
育
活
動
を
続
け
、

近
年
は
保
護
者
や
地
域
と
の

連
携
を
よ
り
深
め
、
教
職
員

保
護
者
ら
に
よ
る
職
業
説
明
会

「昭
和
小
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

今
年
度
を
含
む
活
動
賞
受

賞
校
は
１
３
５
校
、
奨
学
賞

受
賞
者
は
７
４
５
人
と
な
り

ま
し
た
。

の
能
力
向
上
を
目
指
し
た
研

修
も
盛
ん
に
行

っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
住
民
、
国

際
協
力
機
構
や
猛
禽
（き
ん
）

類
医
学
研
究
所
職
員
な
ど
外

部
講
師
と
し
て
活
用
し
多
様

な
授
業
を
展
開
．
教
育
方
針

を
保
護
者
ら
と
共
有
す
る
た

め
、
目
指
す
子
供
像
な
ど
を

ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
な
ど
情
報
発
信
に
も
努
め
、

保
護
者
側
も
本
の
読
み
間
か

せ
な
ど
で
教
育
活
動
に
積
極

的
に
携
わ
り
、
自
分
た
ち
の

仕
事
を
児
童
に
説
明
す
る

「昭
和
小
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
も

河 伊 船
江 藤 橋

蒼 綾 千
生 香 穂

坂 加 齋 佐 前 梶 桑
本 藤 藤 藤 原 原 山

優 さ 日 悠 颯 唯
奈 よ 菜 李 斗 翔

本艮 白
室 糠
高 高
校 校

野
村
加
奈
子

諏
訪
　
瑞
歩

一
ノ
戸
莱
穂

佐
藤
　
穂
香

（阿
寒
高
校
）

（武
修
館
高
校
）

（釧
路
高
専
）

（厚
岸
翔
洋
高
校
）

（霧
多
布
高
校
）

⌒標
茶
高
校
）

（弟
子
屈
高
校
一

（中
標
津
高
校
）

（中
標
津
農
業
高
校
）

（別
海
高
校
）

⌒標
津
高
校
）

凪
彩

（羅
臼
高
校
）

Ｈ
敬
称
略
＝

発
案
し
ま
し
た
。

◇
別
海
町
立
野
付
中
学
校

（飯
Ш
雄
士
校
長
、
生
徒
４０
人
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（主

体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
）

の
実
現
に
向
け
た
授
業
の
構

築
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
主
に

二
項
目
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
「学
び
合
い
学
習
」

と

「話
型
モ
デ
ル
」
の
実
践
。

先
進
地
秋
田
県
横
手
市
に
倣

い
、
学
習
内
容
の
発
表
や
意

見
交
換
で
は
な
く
、
個
々
の

考
え
を
教
材
に
し
て
全
員
が

学
習
対
象
と
な
る
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ

は

「言
葉
の
力
」
の
育
成
。

授
業
で
新
聞
を
活
用
す
る
Ｎ

Ｉ
Ｅ
と
読
書
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
て
、
玄
関
ホ
ー
ル
に

地
元
紙
の
ほ
か
全
国
紙
な
ど

複
数
紙
を
置
き
、
国
内
外
の

ニ
ュ
ー
ス
を
教
材
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

授
業
で
新
聞
を
活
用
し
た
一Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
学
習
風
景
」

〈一〉
中
標
津
町
立
計
根
別
学
園

（村
上
玄

一
郎
校
長
、児
童
８８

人
生
徒
４１
人
）

２
０
１
５
年
度
に
中
標
津

町
内
３
校
が
統
合
し
小
中

一

貫
校
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年

度
、道
内
で
最
初
に
義
務
教
育

学
校
に
移
行
。
９
年
を
１
サ

イ
ク
ル
に
協
働
的
な
学
習
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
１
～

４
年
（小
１
～
４
）
は
学
び
や

生
活
の
基
礎
を
、
５
～
７
年

（小
５
～
中
１
）
は
学
び
を
追

求
し
人
間
関
係
を
結
ぶ
力
を
、

８
～
９
年
（中
２
～
３
）
は
学

び
を
伸
ば
し
生
き
方
を
追
求

し
て
い
く
力
を
付
け
る
期
間

に
し
て
い
ま
す
。
教
諭
は
小

中
の
枠
を
超
え
て
授
業
を
担

当
し
、
５
年
生
以
上
で
完
全

教
科
担
任
制
を
導
入
こ
早
い

う
ち
か
ら
専
門
的
な
授
業
で

学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
ｃ

特
徴
的
な
活
動
の

一
つ
北
根
室

ラ
ン
チ
ウ

ェ
イ
を
使

っ
た
強
歩

遠
足

爾
議
饉
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一
当
基
金
は
、

一
域
で
読
書
活
動
に
積
極
的

一

一
に
取
り
組
む
小
、
中
学
校

一

一
を
対
象
に

「釧
新
教
育
図

一

一
書
」
の
贈
呈
事
業
を
行

っ
一

一
て
い
ま
す
。
国
語
能
力
と

一

一
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
読

一

一
書
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

一

一
う
こ
と
が
日
的
で
す
．
祈

一

一
回
目
の
今
期
も
１０
校
を
選

一

一
考
し
、
各
校
が
選
ん
だ
そ

一

一
れ
ぞ
れ
２０
万
円
相
当
の
図

一

一
書
を
７
月
中
に
贈
早
し
ま

一

一
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

贈
呈
に
は
星
匠
理
事
長
ら

役
員
が
学
校
に
出
向
き
、
図

書
を
手
渡
し
ま
し
た
，
今
期

の
各
贈
呈
校
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
．
（順
不
同
）

▽
釧
路
市
立
阿
寒
湖
小
学
校

（本
川
敬
一
校
長
、
児
童
５６
人
一

全
校
生
徒
で
毎
朝
Ю
分
間

の
朝
読
書
の
時
間
を
設
け
て

い
ま
す
．
日
々
の
積
み
重
ね

で
本
を
読
む
習
慣
が
身
に
付

き
、
休
み
時
間
に
読
書
を
す

る
児
童
が
増
え
ま
し
た
．
文

化
委
員
会
が
、
全
校
集
会
で

お
薦
め
本
を
紹
介
し
た
り
、

し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、
児
童
自
ら
本
を
読
む

き
っ
か
け
を
つ
く
る
活
動
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
．

▽
釧
路
市
立
光
陽
小
学
校

一黒
坂
宏
ｒ
校
長
、
児
童
３
０
８
人
一

Ｈ
月
と
２
月
を

「読
書
月

間
」
と
し
、児
童
が
期
間
中
に

本
の
題
名
や
ペ
ー
ジ
数
、
感

想
を
記
録
す
る

「読
書
カ
ー

ド
」
を
作
製
］
図
書
活
動
の

見
直
し
や
友
達
と
見
せ
合
っ

て
新
た
な
本
を
探
す
き
っ
か

け
に
し
て
い
ま
す
．
各
学
年

棟
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

本
を
置
い
て
児
童
が
本
に
触

れ
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て

い
ま
す
ｆ

▼
釧
路
市
立
桜
が
丘
小
学
校

（梅
内
尚
子
校
長
、
児
童
２
４
０
人
一

月
２
～
３
回
、
道
教
育
大

釧
路
校
の
学
生
が
低
学
年
を

中
心
に
読
み
開
か
せ
を
行
い
、

図
書
委
員
会
で
は
本
を
た
く

さ
ん
借
り
て
も
ら
う
た
め
に
、

お
薦
め
本
を
紹
介
す
る
カ
ー

ド
を
提
不
、
放
送
委
員
会
と

連
携
し
て
よ
く
借
り
ら
れ
て

い
る
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す

地
域
の
人
が
本
の
修
復
を

行
っ
て
お
り
、
同
委
員
会
で

も
教
わ
っ
て
い
ま
す
，

ｖ
釧
路
市
立
美
原
中
学
校

一藤
原
聡
薇
長
、
生
徒
２
０
３
人
一

毎
朝
１０
分
間

「朝
読
書
の

時
間
」を
設
け
、読
み
た
い
本

を
各
自
用
意
し
読
ん
で
い
ま

星理事長から表彰状を受ける児童代表

(釧路市立桜が丘小学校)

す
。
短
い
時
間
だ
が
集
中
す

る
こ
と
で
自
然
と
授
業
に
入

る
態
勢
が
で
き
る
と
、
教
職

員
で
共
通
理
解
を
図
っ
て
い

ま
す
。
図
書
委
員
会
で
は
書

店
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
や

ポ
ッ
プ
の
配
置
、
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
な
ど
本
を
読
み

た
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
〓

▽
釧
路
市
立
北
中
学
校

一松
岡
伸
之
校
長
、
生
徒
２
６
８
人
一

調
べ
学
習
で
十
分
に
活
用

で
き
る
よ
う
席
を
広
め
に
つ

く
り
、
本
を
手
に
取

っ
て
も

ら
う
よ
う
、
同
校
卒
業
生
で

直
木
賞
作
家
の
桜
木
紫
乃
さ

ん
な
ど
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
図
書
委
員
は
作
品
を

紹
介
す
る
ボ
ツ
プ
を
作
製
し

本
と

一
緒
に
平
台
に
配
置
す

る
な
ど
工
夫
も
欠
か
し
ま
せ

ん
．

▼
釧
路
町
立
昆
布
森
小
学
校

（野
口
育
子
校
長
、
児
童
２０
人
）

日
常
的
な
読
書
習
慣
の
形

成
を
目
的
に
各
ク
ラ
ス
で
週

に
１
度
、

１５
分
間
の
朝
読
書

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
集

中
し
て
読
書
や
学
習
に
取
り

組
む
姿
勢
が
定
着
し
、
家
庭

や
バ
ス
通
学
時
な
ど
本
に
親

し
む
機
会
が
増
え
て
い
ま
す

２
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
推
薦

本
を
置
き
、
関
心
を
高
め
る

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
．

▼
浜
中
町
立
散
布
小
中
学
校

（中
村
研
白
校
長
、
児
童
生
徒
４３
人
一

小
学
校
は
図
書
放
送
委
員

を
中
心
に
、
図
書
室
の
環
境

整
備
や
低
学
年

へ
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
本
に
親
し

む
活
動
を
推
進
。
中
学
校
は

文
化
委
員
会
が
お
薦
め
の
本

を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
製

作
な
、
町
の
貸
し
出
し
サ
ー

ビ
ス
も
活
用
し
、
生
徒
た
ち

の

「読
み
た
い
」
「調
べ
た

い
」
に
対
応
し
て
い
ま
す
〓

▽
根
室
市
立
啓
雲
中
学
校

一二
本
柳
千
尋
校
長
、生
徒
１
３
７
人
一

委
員
会
活
動
を
利
用
し
、

図
書
室
の
整
備
と
読
書
へ
の

推
進
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す

月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て

コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
を
行
い
、

書
店
の
よ
う
な
本
の
ポ
ッ
プ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
，
市
内

で
行
わ
れ
る
弁
論
大
会
に
向

け
て
の
準
備
活
動
で
は
、
積

極
的
に
図
書
室
を
活
用
し
、

参
考
資
料
な
ど
を
探
し
、
収

り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す

▼
別
海
町
立
中
西
別
小
学
校

（打
川
真
山
美
校
長
、
児
童
”
人
一

読
書
週
間
を
設
け
児
童
の

読
書
習
慣
を
定
着
さ
せ
て
い

ま
す
〓
ど
れ
だ
け
の
本
を
読

ん
だ
か
を
確
認
で
き
る
読
書

貯
金
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
触

れ
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ｉ
図

書
資
料
を
活
用
し
た
授
業
も

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す

′
常
務
理
事

理

事

長

理 理 理 理

事 事 事 事

遠 齋 中 栗 堀 星
,,に 藤 島 林 口

修 孝 太 定 義
一 次 郎 徳 彦 匠

評 評 評 評 監 監 理 理 理

議 議 議 議

員 員 員 員 事 事 事 事 事

◆

公

益

財

団

法

人

釧

新

教

育

芸

術

振

興

基

金

拠

出

者

ご

芳

名

（
平

成

３０

年

１２

月

２０

Ｈ

～

令

和

元

年

１２

月

４
日

現

在

一
＝
敬

称

略

＝

▼
一般
社
団
法
人
表
千
家
同
門
会
釧
路
支

部
▼
明
る
い
社
会
づ
く
り
釧
路
会
〉
吉
田

和
代
〉
釧
路
陵
一暴
公
苑
▼
釧
路
風
林
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
株
式
会
社
環
境
テ
ク
ノ
ス

〉
ま
り
も
木
陽
会

一会
長
・正
岡

男
一
▼
日

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
釧
路
〉
田
中
義
之
▼
阿

寒
共
立
上
建
株
式
会
社

一代
表
取
締
役

・

阿
部
信
之

一
▼
国
際
ン
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
釧
路

ア
ミ
テ
ィ
▼
株
式
会
社
リ
ラ
ィ
ア
ブ
ル

一代

表
取
締
役
・佐
藤
暁
哉
一
〉
桁
邑
の
会
▼
平

間
育
子
〉
高
橋
徹
次
〉
村
丼
建
設
株
式
会

藤 工 佐 足 円 折 片 正 佐
田 藤 藤 立 中 原 山 岡 藤

あ
卓 靖 悦 つ 義  新 一 俊
也 雄 夫 こ 之 勝 平 男 晴

公
益
財
団
法
人
釧
新
教
育

一
覧

▼
羅
自
町
立
春
松
小
学
校

一植
島
陣
十
校
長
、
児
童
１
０
０
人
）

学
校
司
書
中
心
に
多
様
な
図

書
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
．

読
書
の
楽
し
さ
に
気
付
き
、

幅
を
広
げ
る
た
め
に
学
年
に

応
じ
た
お
薦
め
本
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
新
聞
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
．
各
学
級
へ
学
級
文

庫
の
提
供
、
司
書
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
な
ど
で
読
書
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

社
▼
山
加
リ
ス
食
品
株
式
会
社

一代
表
取

締
役
社
長
・松
円
茂
生
一
〉
共
栄
中
学
校
教

職
員
Ｏ
Ｂ
会
望
岳
会
▼
愛
国
は
し
ご
酒
実

行
員
会
▽
丼
野
英
幸

・非
野
孝
治
▼
医
療

法
人
社
団
悟
啓
会
中
沢
医
院

一理
事
長
・

貝
嶋
政
治
一
▼
在
京
釧
路
会
▼
足
立
あ
つ

子
〉
釧
路
パ
ド
ラ
ー
ズ

一第

３０
代
会
長
・栗

林
延
次
一
▼
藤
田
印
刷
株
式
会
社

一代
表

取
締
役
・藤
田
卓
也
一
▼
釧
路
倉
庫
株
式
会

社

一代
表
取
締
役
・業
林
定
正
一
▽
廣
部
翠

月

・廣
部
ペ
リ
ー
美
奈
〉
ブ
ー
ケ
の
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー

坪
シ
ョ
ッ
プ
▼
シ
ャ
ル
ー
ム
イ
ト
ウ

一代
表
取
締
役
・伊
藤
光
生
一
〉
Ｔ
ｈ
ｃ
ｌｌ

・
▼
西
池
彰
・詔
江
）
社
会
医
療
法
人
孝
仁

会

一理
事
長
・齋
藤
孝
次
一

（敬
称
略
、
順
不
同
）

評 評 評 評 計 評 評

議 議 議 議 議 議 議

員 員 員 員 員 員 員

久 阿 宮 平 村 両 阿
本 部 日 間 井 角 部

俊 由 昌 育 順 幹 信
彦 香 利 子 ^彦 之
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